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平成２４年度

歴史建造物整備課町家保全活用室

平成２２年度 平成２３年度平成２１年度

所管部署 まちなみ対策課 歴史建造物整備課まちなみ保全室 市街地再生課町家再生推進室 歴史都市推進室

平成１７年度以前 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度

○文化財の指定、登録
・国、県、市指定文化財

・国登録文化財

・市指定保存建造物 等

累計84件 累計86件 累計89件 累計92件

○保存地区の指定
・伝統的建造物群保存地区

東山ひがし（H13年）

・こまちなみ保存区域

○伝統的建造物修復事業
（H10～21年度）
・外観修復、防災構造整備

・防災構造整備

●伝建群保存対策調査
・寺町台地区

●伝建群保存対策調査
・寺町台地区

●伝建群保存対策調査

・寺町台地区

○金澤町家シンポジウム

（H17年度）

○再生活用モデル事業
◇町家の魅力発信と

利活用の可能性

・事務所、ギャラリー

・工房

・飲食店

○再生活用モデル事業
・工房、ギャラリー

・ドミトリー

○町家再生活用事業
（１９件）
・外部修復

・内部水廻り改修

・防災構造整備

・耐震診断、設計○まちなか住宅
リフレッシュ支援事業
（H17～21年度）
・外観修復、内部水回り

累計７８件

累計７１件

（１５件）
●支援対象の拡大
・住宅の内装改修

・UIJターン者への加算
・借家人も申請可

○流通コーディネート事業

◇オーナーとユーザーの

掘り起こしとマッチング

○金澤町家情報バンク
（H17年度～）
・かなざわ定住推進

ネットワーク
登録：１１２件、成約９２件

○賃貸借モデル事業
◇サブリース方式の検証

・飲食店

◎「金澤町家継承・利用活性化
基本計画」の策定（H19）
・現状と課題の整理
・目標、基本方針の設定

・施策の検討

○町家活用モデル事業
（旧新町、寺町）
・昔遊び、謡、茶会
・宿泊体験、演奏会、
ワークショップ 等

市委託
○町家活用モデル事業

（旧新町、寺町）
・昔遊び、謡、茶会

・宿泊体験、演奏会、

ワークショップ 等

○金澤町家シンポジウム

○重要伝統的建造物群
保存地区選定

・卯辰山麓

市委託

活動支援 活動支援 活動支援 活動支援

◎金沢職人大学校

（H８年度～）

・本科（３年）

・修復専攻科（３年）

石工、瓦、左官、造園、

大工、畳、建具、板金、

表具

◎金澤町家活性化懇話会

◎金澤町家流通検討委員会

◎金澤町家活性化推進協議会
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背景：金澤町家の急激な減少傾向

H11年
約１０,９００棟

H19年

８,７００棟
２,２００棟の滅失（２７５棟/年）

○詳細調査
H13:旧涌波家（市文）
H15:旧永井家（市文）

○詳細調査
・旧平尾家（市文）

○詳細調査
・旧園田家（国重民文）

○詳細調査
・旧川縁米穀店（市保）

◇調査に基づく価値付け作業の継続

○伝統的建造物群保存地区

保存整備事業

○こまちなみ保存修景事業

○有形文化財修理復旧事業

○指定保存対象物保全事業

市補助
市補助

市補助

市補助

施策の実施・継続と新たな展開（金澤町家の保全・活用⇨金沢の個性と魅力を高める）

○重要文化的景観選定

金沢の文化的景観
城下町の伝統と文化

◎「歴史都市」第１号認定
・歴史的風致維持向上計画策定

（高山、彦根、萩、亀山も）

◇国からの事業支援

◎歴史的建造物

耐震化検討委員会

○金沢市伝統工法木造建築物

耐震性向上マニュアル

（町家編）
◇説明会の開催

◎金澤町家継承活用研究会設立

（H17年度～）

代表川上金沢大学大学院教授

○町家巡遊08

・４つのエリアと４つ

の基本プログラム

○金澤町家セミナー

○町家巡遊0９

○金澤町家ドミトリー
・外国人留学生のための

日本の生活文化体験

（共同生活）

○全国町家再生交流会

○町家巡遊10

○優良町家認定

・46件認定

○町家巡遊11

○優良町家認定

・26件認定

NPO法人化

金澤町家研究会

○市民意識調査（500人）

○町家実態調査（195人）

（H17年度）

○町家実態調査（439棟）
（H18年度）

○金澤町家外観調査

・６,７００棟確認 ○空き町家実態調査

・６２４棟確認

市委託

市委託 市委託

市委託

選定

選定 選定

検討

累計92件 累計9３件

●支援対象区域の拡大
・片町～金沢駅の近代的

都市景観創出区域を対

象区域に含む

○重要伝統的建造物群

保存地区選定

・寺町台

検討

○町家巡遊1２

○優良町家認定
・ 件認定

○作事組全国大会

活動支援

市補助

市委託

●重要文化的景観保全・
整備計画

○詳細調査
・旧平尾家（市文）

○金澤町家現況調査
○所有者アンケート

市委託

◎歴史的風致維持向上

推進等調査事業

（国交省公募事業）

◇町家条例の検討

◇民間主導による

事業継続の検討

竣工

選定

○重要伝統的建造物群

保存地区選定
・主計町

◎世界遺産登録の提案
「城下町金沢の文化遺産群と

文化的景観」

・H18提案

・H19再提案

※カテゴリー１ｂの評価

図 資－１ 金澤町家の保全活用の取り組み経緯  
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 図 資－２ 金澤町家の歴史的変遷概要  

時代 江 戸 時 代 明　治 大　正　～　昭　和　２０　年　代　前　半

武
　
士
　
系
　
住
　
宅

近
代
和
風
住
宅

町
　
家

建築意匠の継承と近
代和風住宅への発展

◎大規模敷地の細分化と武士住宅の消滅

伝統的意匠の変化と多様化

古くは平屋建てで屋根は板葺き石置き屋根。
瓦葺きに代える際に小屋組の建ち上げが行

われ勾配がきつくなる。

漆喰壁と梁・束・貫を表しに見せる正面の

妻壁がアズマダチと呼ばれる特徴的な意匠。

敷地周囲を土塀で

囲い（足軽は生け

垣）、正面に門を

構える。

玄関の脇に松な
どの鑑賞木を植

え、敷地内には
果樹を植える。

接客格式空間

私的生活空間

古くは平屋建て

で屋根は板葺き
石置き屋根。
屋根板の飛散を

防ぐため軒先に

カザガエシを付
ける。

１階柱間に板戸

を横に入れ、上

部に収納する摺
り上げ戸（シト

ミ）を設けるも

のが古い形式。

袖壁は連続する

町家の１戸ごと

の区切りを示す
意匠的効果があ

り、延焼防止の

装置とも云われ
ている。

板庇は１階開口

部を保護し、外
観意匠の重要な
要素である。

サガリは庇先に
付き、日差しや

風雪を遮るため

の装置。

町家は城下町や港町に建ち並ん

でいた商人や職人たちが住む都
市住宅である。建物は道路に直
接面して建ち、隣同士が接して

間口一杯に軒を連ねている。
平面は、玄関から裏の土蔵まで

通しの土間であるトオリニワが

あり、それに並んでミセ、チャ
ノマ、ザシキの各室が並ぶ。

武士住宅は江戸時代に城下町の６割を占め
ていた武士居住地に建っていた住宅である。

門を構え、周囲を土塀で囲われた敷地のほ
ぼ中央に独立して建つ。ザシキに面して簡
素な庭園を設えるほかは実のなる木を多く

植えていた。

平面はトコを備えたザシキを中心とする接

客格式空間とチャノマやダイドコロを中心

とする私的生活空間に大別され、それぞれ

にゲンカン、ウチゲンカンが付く。

茶屋建築は江戸時代か

ら２階を高くつくる特
殊な町家である。２階
表に縁側をとるためそ

のぶん壁面が柱より前

にせりだすため、１階

庇は浅く、出格子とな

り、キムシコと呼ばれ
る加賀格子も見られる。

近代以降、町家の表構えは高

くなり、独特のデザインが見

られるようになる。１階の出
格子は粗く、１階庇に付くサ
ガリが消滅し、二重庇が付く

ようになる。２階壁面の全面

を出窓としたり、屋根が瓦葺

きになる過程で軒先のカザガ
エシも消滅する。１階庇も瓦

葺きとなる。

ガラスの普

及とともに
窓も大きく
とられるよ

うになり、
１階二重庇

の間に欄間

も付くよう
になる。

軒裏の構造は登り梁や腕木から一重せがい

や二重せがい構造に代わり、装飾性が高く
なる。２階壁面には装飾的な長押が付くも

のも見られる。

採光・換気

のための天

窓は次第に

姿を消す。

また、袖壁
も省略され

るようにな

る。

明治後期から入母屋など凝った屋根の望楼を

載せたものもつくられる。

近代以降、和洋折衷の自由な意

匠も見られるようになり、和風
の様式と併用して洋室の応接間

を付けたものも見られるように

なる。

外壁や建具まわりに独特の化

粧枠を付けたり、手摺りのデ

ザインなどが特徴的な洋風化
した意匠のものも見られるよ

うになる。

近代以降、細分化された武家屋敷跡に武

士住宅の様式を継承した、アズマダチの
意匠を見せる２階建て住宅が建てられる
ようになる。場所によっては道路に面し

て土塀を新設するものもあった。

大正期頃から立ちの高いものもつ

くられるようになり、入母屋破風
の装飾性の高い玄関を付けたもの

が見られるようになる。土塀に代

わって石垣や生け垣などに簡略化
した屋敷構えとなる。

昭和期に入ると、妻面をアズマダチ
とする切妻形式から入母屋形式のも

のが多くなる。

 

 

接客格式空間 

私的生活 空間 
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（２）用語の定義

（３）基本理念

（４）役割

（７）金澤町家保全活用審議会

１．条例制定のコンセプト
（５）基本方針

２．条例の構成
（６）基本的な施策等

（１）条例の目的

に資する

○金澤町家の価値と活用を通じた維持・保全の重要性をアピールする

○金澤町家を保全活用するための施策を継続的に推進するバックボーンとする

○国内外へ金澤町家の情報を発信する

○金澤町家のブランド化を図る

○金澤町家の保全及び活用の推進に関するの基本理念を規定

○市、市民、所有者等及び事業者の責務を明示

○金澤町家の保全及び活用を図るための基本事項を規定

◎金澤町家を次代に継承

◎歴史的なまちなみの保全、

文化的景観の保存

◎個性豊かで魅力ある

まちづくりの推進

金澤町家の保全及び活用の推進は、
金澤町家が本市の歴史、伝統及び文化を伝える貴重な資産であると認識
市民、所有者等及び事業者相互の理解と連携のもと、協働で行われなければならない。

○市の役割

・金澤町家の保全及び活用に関する施策を総合的かつ計画的に策定し、実施する

・施策に市民等の意見を反映、実施において市民等の理解と協力を求める

○所有者等の役割

・自らの金澤町家の現状を把握し、その保全に努める

・市が実施する金澤町家の保全活用の推進に関する施策に協力するするよう努める

○事業者等の役割

・事業活動において、金澤町家の保全活用に配慮し、市の施策に協力するよう努める

・金澤町家の保全活用の推進に関する技術、知識の理解を深めるよう努める

○審議会の任務
・金澤町家の保全及び活用の推進に関する事項について市長の諮問に応ずる
・金澤町家の保全及び活用の推進に関し必要な事項について市長に意見を述べる

○組織
・委員１５人以内で組織
・金澤町家の維持及び継承に関し識見を有する者のうちから、市長が委嘱
・委員の任期は、２年とする。
・委員の互選により会長を選任
・会長が、会務を総理し、会議を代表

金澤町家：本市の区域内に存する伝統的な構造、形態又は意匠を有する木造の建築物（寺院、

神社、教会 その他これらに類する建築物を除く。）のうち、本市の歴史、伝統及び
意匠を有する建築物で、建築基準法（昭和25年法律第201号）の施行の際現
に存していたもの。

○市民の役割

・金澤町家の保全活用の推進について理解と関心を深めるよう努める

・市が実施する金澤町家の保全活用の推進に関する施策に協力するよう努める

協 働

◎金澤町家保全活用基本方針

（１）金澤町家の維持及び修復に関する事項

（２）金澤町家の居住性及び利便性の向上に関する事項

（３）金澤町家の利用の促進に関する事項

（４）金澤町家の保全及び活用の推進に係る市民等の意識の醸成と人材の育成に関する事項

○金澤町家の維持及び修復に関して関係機関と連携して施策を実施

○金澤町家の改修、耐震性能の向上等に対する支援

○空き家となっている金澤町家の流通促進

○金澤町家の保全及び活用の推進について市民等の理解と関心を深めるための普及啓発

○金澤町家の保全及び活用の推進に必要な技術、技能又は知識について習熟した人材育成

○金澤町家の保全及び活用の推進に関する施策を効果的に実施するための調査研究

○金澤町家の保全及び活用の推進に著しく貢献のあった者を表彰

○金澤町家の保全及び活用の推進を図るための技術的、財政的支援

金澤町家保全活用支援団体

金澤町家保全活用支援計画
策定

金沢市協定締結

支援

○金澤町家の保全及び活用を図ろうとする者を支援する活動を行う団体の支援

図 資－３ （仮称）金澤町家の保全及び活用の推進に関する条例の骨子案  
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○ファンド運用における先行事例 

 ファンド運用における先行事例である「京まちづくりファンド」の運営団体であ

る㈶京都景観・まちづくりセンターの経営状況は以下の通りとなっている。 
 

     表 資－1 京都景観・まちづくりセンターの経営状況 
（単位：千円）

Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度
一般正味財産

経常収益 189,382 182,279 202,424 196,970 143,274 119,006
経常費用 181,203 180,856 201,824 189,823 140,335 116,636
経常収益 8,179 1,423 600 7,147 2,939 2,370
経常外収益 0 0 0 1,297 1,378 0
経常外費用 1,171 0 0 178 0 0
経常外収益 -1,171 0 0 1,119 1,378 0
一般正味財産収益 189,382 182,279 202,424 198,267 144,652 119,006
一般正味財産費用 182,374 180,856 201,824 190,001 140,335 116,636
一般正味財産収益 7,008 1,423 600 8,266 4,317 2,370
期首残高 13,623 20,631 22,054 22,654 30,920 35,237
期末残高 20,631 22,054 22,654 30,920 35,237 37,607

指定正味財産
受取利息 675 675 675 638 1,050 1,138
資産運用益 3,024 3,330 2,174 1,569 1,299 838
受取寄付金等 ※ 20,545 885 845 1,121 1,429 1,773
正味財産振替 1,169 0 0 0 0 0
一般財産へ振替（基金等取崩） -12,582 -11,125 -29,377 -18,389 -18,607 -7,654
指定正味財産収益 12,831 -6,235 -25,683 -15,061 -14,829 -3,905
期首残高 209,953 222,784 216,549 190,866 175,805 160,976
期末残高 222,784 216,549 190,866 175,805 160,976 157,071

正味財産
正味財産収益 19,839 -4,812 -25,083 -6,795 -10,512 -1,535
期首残高 223,576 243,415 238,603 213,520 206,725 196,213
期末残高 243,415 238,603 213,520 206,725 196,213 194,678

京都市補助等内訳 （単位：千円）
Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度

委託料 京都創生講座他 1,210 1,000 5,000 16,100 0 0
センター運営（指定管理） 47,160 47,160 47,160 46,688 46,221 45,758
委託料計 48,370 48,160 52,160 62,788 46,221 45,758

補助金 活動支援 3,565 1,211 1,926 2,480 1,152 625
ネットワーク 2,800 2,740 2,740 2,740 2,364 2,850
シンポジウム 1,200 1,167 898 964 777 500
運営経費 93,396 96,794 94,914 89,051 46,044 43,117
ファンド寄付促進 4,963 4,500 2,814 2,541 1,652 2,591
海外発信プロジェクト 0 0 2,200 800 0 0
補助金計 105,924 106,412 105,492 98,576 51,989 49,683

市補助等計 154,294 154,572 157,652 161,364 98,210 95,441

受取寄付金等内訳※ （単位：千円）
Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度

寄付金
法人 延べ団体数 30 9 5 6 3 4

金額 4,685 195 80 85 50 55
個人 延べ人数 60 41 29 19 10 13

金額 15,710 490 460 310 120 148
20,395 685 540 395 170 203

募金
支援自動販売機 0 7 111 103 147 295
ツアー（散歩＆サロン） 0 0 16 45 136 128
京町家まちづくりバナナ 0 0 0 279 229 181
寄付金付き八ッ橋 0 0 0 0 582 874
印税「京町家の再生」 0 0 0 126 8 8
募金箱（47店舗） 0 0 0 69 42 15
ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ 0 2 21 19 21 22
その他募金 150 191 157 87 94 47

150 200 305 726 1,259 1,570
計 20,545 885 845 1,121 1,429 1,773

Ｈ18年度 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度
常勤職員 18 19 16 16 17 15
京町家相談件数（一般） 277 387 427 539 450 821
京町家相談件数（専門） 34 46 38 110 51 56

寄付金額

募金額

（出典）京都市行財政局財政部経営改革課「平成19～20年度法人の経営状況を説明する書類」及び
「平成21～24年度外郭団体の経営状況及び経営評価結果を説明する書類」より作成
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○京町家における優遇金利制度 

京都では金沢に比べて、町家の維持・保存に対する理解や流通市場の形成が進ん

でいる。京町家オーナーの購入費用や改修費用等を対象として、標準金利より低い

優遇金利での融資を行っている地元金融機関もある。 
  

 
○京都信用金庫における事例 
・京町家専用住宅ローン「のこそう京町家」8 

       ・利用対象者：営業地域内に居住者または勤務者、保険加入可能 
              申込時年齢 25～65 歳、返済終了 75 歳未満など 
       ・利用使途 ：本人が住む「京町家」の購入資金、改修資金 
       ・融資金額 ：100 万円～1 億円  
       ・融資期間 ：35 年以内 
       ・融資利率 ：住宅ローン標準金利－1.8％ 
 

・賃貸用京町家専用ローン「活かそう京町家」9 
       ・利用対象者：営業地域内に居住者または勤務者、保険加入可能 
              申込時年齢 20 歳以上など 
       ・利用使途 ：「京町家」賃貸のための改修資金 
       ・融資金額 ：100 万円～5,000 万円 
       ・融資期間 ：1～25 年以内、返済終了 75 歳未満など  
       ・融資利率 ：変動金利＝短期プライムレート－1.5％  
              固定金利＝短期プライムレート－1.3％など 
 
 
 

                                                   
8京都信用金庫 京町家専用住宅ローン「のこそう京町家」  
http://www.kyoto-shinkin.co.jp/catalog/s07-850.htm 
9京都信用金庫 賃貸用京町家専用ローン「活かそう京町家」  
http://www.kyoto-shinkin.co.jp/catalog/s07-880.htm 
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表 資－2 所有者面接調査票（表） 
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表 資－3 所有者面接調査票（裏） 



『民間資金導入による町家流通スキームの調査研究』（金沢市）

◎背景・課題
○金澤町家＝金沢の全体像を示す貴重な歴史文化資産⇨維持・継承が歴史的風致維持向上に不可欠
●金澤町家の滅失＝伝統的町並みの破壊

→市街地の空洞化、都市の魅力と個性の喪失
●空き家等未利用町家の存在＝取り壊しに波及

→町家流通市場の活性化が必要

◎目的
○金澤町家の保全活用＝人々の生活、生業の場として次代に継承

○良好な金澤町家⇨都市の個性と魅力を高める独自の歴史まちづくり
の推進につなげる。

①行政と民間が協働した町家流通スキームの検討
○町家流通市場創出に求められる機能
・コーディネート機能、信用保証機能、情報発信機能

○町家流通スキームを担う組織の検討
・信託制度方式と一括借り上げ方式との比較
・一括借り上げ事業の規模、業務内容等の具体的想定、空き
家リスクの対応→シミュレーション
・市民ファンド等の民間資金調達の調査、民間資金調達の可能
性・実現方法

②現地調査に基づく町家の現状把握
○町家流通スキーム実施に必要な情報の収集
・対象区域の町家（約6,300棟）の現地調査、
利用者の意向ヒアリング調査
・調査結果の分析

○町家カルテの整備
・町家のカルテ（フォーマット）の作成

実施内容

民間資金導入による町家流通スキームの全体像

○事業の実施ステップ：活動組織の自立を目指す ○行政の役割：組織への信用付与・補助金制度・市民の意識改革

町家流通市場
の創出・活性化

事業オプションとして可能
な場合一括借り上げ実施

◎町家のデータ整備は、流通スキームの構築・運営に必要不可欠である

※データ整備には多大な労力と時間を要し、データの管理・使用に留意が必要


